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俗
文
化
を
伝
承
し
て
い
く
た
め
「
国
指

定
」
を
望
む
声
が
年
々
高
ま
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
国
指
定
を
視
野
に
入
れ
た
記

録
調
査
に
つ
い
て
県
と
協
議
し
、
民
俗
学

や
歴
史
学
を
専
門
と
す
る
大
学
教
授
や
博

物
館
学
芸
員
に
よ
る
調
査
が
必
要
で
あ
る

と
判
断
し
た
た
め
、
平
成
21
年
度
か
ら
国

と
県
の
協
力
を
得
て
、
調
査
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

祭
に
関
す
る
古
文
書
の
収
集
、
関
係
者

へ
の
聞
き
取
り
調
査
、
鹿
角
周
辺
や
東
北

地
方
の
屋
台
行
事
と
の
比
較
検
討
を
す
す

め
、
そ
の
調
査
成
果
を
平
成
25
年
3
月
に

報
告
書
『
花
輪
祭
り
』
と
し
て
文
化
庁
に

提
出
し
ま
し
た
。

文
化
庁
の
評
価

　

文
化
財
保
護
法
で
は
、
国
内
の
文
化
財

（
有
形
・
無
形
民
俗
文
化
財
、
遺
跡
な

ど
）
で
「
特
に
重
要
な
も
の
」
を
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
や
特
別
史
跡
な
ど
に
指
定

で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
庁
で
は
、
花
輪
祭
を
「
東
北
地
方

の
特
に
旧
盛
岡
藩
領
を
中
心
と
す
る
地
域

に
は
、
屋
台
に
床
の
一
部
が
な
く
、
神し

ん
れ
い霊

を
囃は

や
す
こ
と
に
特
化
し
た
底
抜
け
形
式
の

屋
台
が
巡
行
す
る
行
事
が
比
較
的
多
く
伝

承
さ
れ
て
い
る
。
本
件
は
、
囃は

や
し子
に
重
点

を
お
き
な
が
ら
豪
華
な
十
基
の
底
抜
け
形

式
の
屋
台
が
巡
行
す
る
も
の
で
、
こ
の
種

の
行
事
の
典
型
例
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
厳
格
な
年
齢
階か

い
て
い梯
的
な
組
織

に
よ
っ
て
行
事
が
担
わ
れ
る
な
ど
地
域
的

特
色
も
顕
著
で
あ
り
、
我
が
国
の
山

や
ま
ほ
こ鉾
屋

台
の
巡
行
す
る
行
事
の
東
北
地
方
に
お
け

る
展
開
を
知
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
（
原

文
の
ま
ま
）
」
と
評
価
し
、
平
成
25
年
12

月
の
文
化
審
議
会
に
諮
問
を
行
い
、
審
議

会
は
今
年
1
月
、
文
部
科
学
大
臣
に
対
し

て
指
定
す
べ
き
で
あ
る
と
答
申
し
ま
し
た
。

3
月
10
日
付
の
官
報
告
示
で
正
式
に
指
定

さ
れ
、
指
定
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
無
形
遺
産
の
登
録

「
国
指
定
」
と
い
う
市
民
や
関
係
者
の
希

望
が
よ
う
や
く
叶
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
度
の
指
定
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
伝

承
さ
れ
て
い
る
31
件
の
「
山
・
鉾
・
屋
台

行
事
（
京
都
祇
園
祭
の
山
鉾
行
事
・
角
館

祭
り
の
や
ま
行
事
な
ど
）
」
で
構
成
さ
れ

て
い
る
世
界
無
形
遺
産
の
候
補
に
仲
間
入

り
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
行
わ
れ
た
政
府
内
の
関
連
省
庁

会
議
で
審
議
・
決
定
さ
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
へ

提
案
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
短
の
日
程
で
審
査
さ
れ
る
と
平
成
27

年
の
第
10
回
政
府
間
委
員
会
に
お
い
て
決

定
さ
れ
、
世
界
無
形
遺
産
と
し
て
登
録
さ

れ
る
予
定
で
す
。

花
輪
祭ま
つ
りの
起
源

　　

花
輪
祭
が
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
の
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん

が
、
明
和
２
年
（
１
７
６
５
年
）
の

『
御お

ん
ど
う
ざ
ん
お
さ
だ
め
ち
ょ
う

銅
山
御
定
目
帳
』
に
「
花
輪
稲
荷 

毛
馬
内
月
山
と
隔
年
之
祭
礼
成
」
と
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
久
３
年

（
１
８
６
３
年
）
の
『
阿あ

つ
め
ぐ
さ

津
免
草
』
に
は

「
花
輪
祭
中
止
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、

江
戸
末
期
に
は
「
花
輪
祭
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
花
輪
祭
は
幸

さ
き
わ
い
い
な
り

稲
荷
神
社
の
氏

子
町
内
の
祭
礼
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
35
年
に
花
輪
神
明
社
の
祭
礼

が
合
流
し
て
執
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

神
明
社
の
氏
子
町
内
が
加
わ
っ
て
現
在
の

10
町
内
に
よ
る
運
行
形
式
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
財
の
指
定
と
調
査

　

昭
和
53
年
、
「
花
輪
ば
や
し
」
と
し
て

県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
次
第
に
、
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
民

花
輪
ば
や
し

国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に

 花輪ばやしが３月１０日、「花輪祭
の屋台行事」として国の重要無形民
俗文化財に指定されました。今回の
指定は、大日堂舞楽、毛馬内の盆踊
に続き、本市では 3 件目になります。

「
雅
」
を
極
め
る

豪
華
絢
爛
な
屋
台

先
人
た
ち
が

築
い
て
き
た

花
輪
祭
を
守
り

次
代
に

引
き
継
ぐ

花輪祭の調査委員長を務めた
大石泰夫氏（盛岡大学教授）
のコメント

　国の指定については『屋台行事』
ということだが、『花輪の』ではな
く『花輪祭の』という名称になった
ことの意味は大きい。これによって
ネブタから町踊りの一連の行事を
伝承していくということが必要であ
る。
　今の伝承者たちはみな一連の行
事の必要性を認識しているが、時
が経って屋台行事とお囃子だけを
やっていればいいという意識になっ
てはいけないということだ。
　実際、屋台行事以外の花輪祭の
要素も他にない特色をいくつも持
っている。今後の活動にさらなる期
待をしたい。

↑ 都内で行われた交付式では、花輪ばやし祭
典委員会の戸澤正英会長が文化庁長官から指
定証書を授与されました。

↑枡形でのサンサ（写真上）

　↑撥
ばち

合わせ（写真下）

 枡形での神事

 駅前行事
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市民に元気・地域に元気・暮らしに元気

　
農
林
業
の
振
興

　

生
産
組
織
体
制
の
強
化
や
農
業
基

盤
の
整
備
を
推
進
し
て
生
産
性
を
高

め
、
農
業
所
得
と
自
給
率
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

　

担
い
手
対
策
は
、
認
定
農
業
者
の

育
成
・
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
新

規
就
農
者
を
確
保
す
る
た
め
の
「
新

規
就
農
者
研
修
支
援
事
業
」
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
の
有
効
利
用
の
継
続

や
農
業
経
営
の
効
率
化
を
進
め
る
た

め
、新
た
に
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
が
、
地
域
の

中
心
的
な
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約

を
図
り
ま
す
。

　

生
産
調
整
制
度
廃
止
後
の
状
況
を

見
据
え
、
米
作
物
だ
け
に
偏
重
す
る

こ
と
な
く
、
需
要
や
収
益
性
の
高
い

作
物
づ
く
り
や
、
団
地
化
促
進
な
ど

に
対
す
る
支
援
を
新
た
に
行
う
な
ど
、

当
地
域
の
優
位
性
を
最
大
限
発
揮
で

き
る
農
業
生
産
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
、
強
い
農
業
地
域
を
確
立
で
き
る

よ
う
様
々
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

そ
ば
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事

業
は
、
生
産
数
量
払
い
へ
の
支
援
に

切
り
替
え
た
結
果
、
反
収
が
上
が
る

成
果
が
出
て
お
り
、
引
き
続
き
、
そ

ば
産
地
と
し
て
の
定
着
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

淡
雪
こ
ま
ち
に
つ
い
て
は
、
作
付

転
換
に
対
す
る
助
成
に
よ
り
産
地
拡

大
を
図
り
な
が
ら
、
特
別
栽
培
米
の

普
及
と
併
せ
、
販
売
促
進
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

　
「
か
づ
の
北
限
の
も
も
」
に
つ
い

て
は
、
特
に
新
植
へ
の
支
援
を
行
い
、

優
れ
た
産
地
形
成
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
短
角
の
子
牛

価
格
が
高
騰
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
畜
産
農
家
の
経
営
支
援
を

行
う
ほ
か
、
畜
産
農
協
等
と
の
連
携

を
強
化
し
な
が
ら
、
生
産
育
成
施
設

の
整
備
を
支
援
し
、
か
づ
の
牛
の
増

頭
を
図
り
ま
す
。

　

農
地
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
国
の
制
度
と
し
て
「
日
本
型
直
接

支
払
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
が
、

農
業
・
農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能

の
維
持
・
発
揮
を
図
る
た
め
、
農
村

環
境
の
保
全
と
機
能
向
上
に
向
け
た

農
村
集
落
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
森
林
整

備
地
域
活
動
交
付
金
や
県
の
水
と
緑

の
森
づ
く
り
税
を
活
用
し
な
が
ら
、

　平成 26 年度は、第６次総合計画の前期５年間の総仕上げに向けた大事な１年となります。
第 2 回市議会定例会で、児玉市長と安倍教育委員会委員長が発表した「施政方針」と「教育
方針」。本市が目指す方向性と今年度の取り組みをお伝えします。

間
伐
の
促
進
や
路
網
の
整
備
、
広
葉

樹
林
の
再
生
を
継
続
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

　

商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

出
店
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す

る
「
商
店
街
店
舗
集
約
促
進
事
業
」

の
実
施
や
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出
事

業
に
対
す
る
支
援
を
行
う
ほ
か
、
商

工
会
活
動
や
店
舗
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

等
に
も
引
き
続
き
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
創
設
し
た
「
中
小
企
業
電
力

コ
ス
ト
低
減
対
策
事
業
」
を
引
き
続

き
実
施
し
、
事
業
者
の
電
気
料
金
の

負
担
と
維
持
管
理
経
費
を
軽
減
し
、

経
営
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

雇
用
環
境
の
充
実

　

新
規
学
卒
者
を
採
用
す
る
企
業
へ
の
助

成
制
度
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
雇
用
環

境
の
安
定
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
の
誘
致
や
地
元
企
業
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
企
業
の
声
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
、
市
内
企
業
の
事
業
高
度
化
や

環
境
整
備
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
の
推
進

　
「
鹿
角
市
ふ
る
さ
と
産
品
地
産
地
消
推

進
条
例
」
を
定
め
、
生
産
者
、
消
費
者
、

事
業
者
及
び
市
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
で
、
地
域
の
食
文
化
を
守
り
な
が
ら
、

市
内
の
農
林
水
産
業
や
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
異
業
種
間
連
携
を
促
す
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
機
能
の
充
実
を
図
り
、「
か
づ
の

産
業
見
合
市
」の
開
催
や
新
商
品
開
発
を

支
援
し
、
新
た
な
付
加
価
値
の
創
出
と
販

売
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
へ
の「
関
心
」が
本
市
産

品
の
消
費
に
繋
が
る
よ
う
、
今
年
度
構
築

し
た
市
民
参
加
型
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

観
光
の
振
興

　

訪
日
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
東
南
ア

ジ
ア
圏
か
ら
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
、

東
北
地
方
へ
の
入
込
が
期
待
さ
れ
る
タ
イ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
問
し
、
い
ち
早
く
本

市
を
売
り
込
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致

に
対
す
る
助
成
制
度
を
創
設
し
、
市
内
の

宿
泊
施
設
等
の
利
用
と
地
元
産
品
の
消
費

拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

四
つ
木
地
区
と
の
都
市
農
村
交
流
に
つ

い
て
は
、
30
周
年
を
迎
え
る
今
年
は
、
四

つ
木
地
区
で
開
催
さ
れ
る
「
食
の
交
流
ま

つ
り
」
に
、
本
市
児
童
も
招
い
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
良
好
な

関
係
を
築
き
、
賑
わ
い
と
活
力
を
も
た
ら

す
交
流
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
最
終
年
度

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
運
営
状
況
を
検
証

す
る
と
と
も
に
、
需
要
調
査
を
実
施
し
な

が
ら
、
第
６
期
の
計
画
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
認
知
症
の
方
々

の
見
守
り
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
新
た

に
市
民
を
対
象
と
し
た
認
知
症
や
成
年
後

見
制
度
の
講
演
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、
引

き
続
き
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
相

談
窓
口
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

　

平
成
28
年
４
月
の
開
園
に
向
け
、
認
定

こ
ど
も
園
の
造
成
工
事
、
実
施
設
計
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
第
３
子
以
降
の
乳

幼
児
に
対
し
て
、
保
育
料
無
償
化
、
児
童

ク
ラ
ブ
利
用
料
お
よ
び
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
託
児
料
の
無
償
化
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基

づ
き
地
域
の
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、「
子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

を
進
め
る
と
と
も
に
、
少
子
化
対
策
と
し

て
、
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携

鹿角を強く元気に
－「子育て支援」をさらに拡充 ー

2014 施政方針・教育方針
今年度の本市の動き

　
活
力
や
賑
わ
い
を
生
む
ま
ち
づ
く
り

　
誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

し
て
、
結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
の
出
会
い

の
場
の
提
供
を
進
め
ま
す
。

健
康
と
医
療
の
充
実

　

各
種
が
ん
検
診
に
加
え
、
本
市
の
死
亡

原
因
の
２
位
で
あ
る
脳
血
管
疾
患
の
予
防

対
策
と
し
て
、
新
た
に
脳
ド
ッ
ク
助
成
事

業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
生
活
習
慣
病
の
一

つ
で
あ
る
歯
周
疾
患
の
検
診
も
実
施
し
ま

す
。

　

ま
た
、
健
診
結
果
後
の
重
症
化
予
防
対

策
と
し
て
、
健
診
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
も
合
わ
せ
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。

　

地
域
医
療
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
医
師
確
保
に
向
け
た
要
望
活
動

を
実
施
す
る
ほ
か
、
医
師
修
学
資
金
貸
与

制
度
の
貸
付
金
を
増
額
し
利
用
者
の
獲
得

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
角
地
域
の
中
核
病
院
で
あ
る

「
か
づ
の
厚
生
病
院
」
に
対
し
て
、
救
急

医
療
、
小
児
医
療
の
支
援
に
合
わ
せ
、
新

た
に
医
師
確
保
の
た
め
の
助
成
を
行
い
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
安
心
で
良
質
な
医

療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

子どもたちの笑顔は地域の宝
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軽
に
親
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、「
ス
キ
ー
の
ま
ち
鹿
角
」「
駅
伝
の

ま
ち
鹿
角
」
を
推
進
す
る
た
め
、
全
国
規

模
の
大
会
を
は
じ
め
、
各
種
大
会
の
開
催

な
ど
に
よ
り
、
競
技
力
の
向
上
を
目
指
す

と
と
も
に
、
小
・
中
学
校
へ
の
各
種
支
援

事
業
を
継
続
し
な
が
ら
、
競
技
人
口
の
底

辺
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
専
任
の
指
導
者
を
引
き
続
き

配
置
し
、
指
導
体
制
を
確
立
し
な
が
ら
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
の
育
成
を
図
る
と

と
も
に
、
新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
下
宿

改
修
整
備
の
た
め
の
支
援
制
度
を
設
け
、

市
内
の
高
等
学
校
に
通
学
す
る
生
徒
の
た

め
の
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
体
育
協
会
の
組
織
強

化
と
加
盟
団
体
の
活
動
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
研
修
会

等
へ
の
参
加
を
促
進
し
、
活
動
の
活
性
化

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
で
あ
る

東
山
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ

ア
を
中
心
と
し
た
施
設
の
活
用
を
促
進
し
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
健
康
づ
く
り
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
武
道

場
や
ア
ル
ペ
ン
ゴ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
建
設
な

ど
施
設
の
整
備
を
行
い
、
利
用
者
に
安
全

快
適
な
施
設
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
心
豊
か
で 

た
く
ま
し
く 

郷
土
を
愛

し 

そ
の
発
展
に
尽
く
す
市
民
を
育
む
教

育
を
進
め
る
」
を
教
育
目
標
と
し
、
地
域

の
教
育
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

特
性
を
活
か
し
な
が
ら
本
市
の
未
来
を
担

う
人
材
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

　

学
力
テ
ス
ト
の
効
果
的
な
活
用
と
教
職

員
の
指
導
力
向
上
を
図
り
、
基
礎
学
力
の

定
着
に
全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
読
書

の
奨
励
に
よ
り
読
解
力
や
論
理
的
思
考
力

の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
夢
の
教
室
」
の
開
催
や
職
場
見
学
、

職
業
体
験
の
実
施
な
ど
、
児
童
生
徒
が
夢

や
希
望
を
持
ち
、
何
事
に
も
意
欲
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
心
の
育
成
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
早
期
か
ら
望
ま
し
い
勤

労
観
、
職
業
観
、
社
会
観
を
醸
成
す
る
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
や
不
登
校
問
題
の
根
絶

に
向
け
、「
鹿
角
市
い
じ
め
防
止
等
の
た

め
の
基
本
方
針
」
に
沿
っ
て
学
校
と
の
連

携
や
取
り
組
み
を
強
化
し
、
い
じ
め
の
根

絶
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

新
た
に
、
教
職
員
の
自
発
的
な
研
修
へ

の
支
援
制
度
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
学

校
評
価
制
度
の
効
果
的
な
活
用
と
学
校
支

援
地
域
本
部
に
よ
る
地
域
の
教
育
力
を
生

か
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
創
意
工
夫
に
満

ち
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

学
校
施
設
、
学
校
内
外
の
環
境
整
備
を

計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支

援
の
観
点
か
ら
も
新
た
な
教
育
費
の
支
援

制
度
を
導
入
し
ま
す
。

生
涯
学
習
の
充
実

　

文
化
の
杜
交
流
館
「
コ
モ
ッ
セ
」
内
に

設
置
さ
れ
る
新
図
書
館
の
開
設
に
向
け
て
、

管
理
運
営
体
制
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
よ
る
管
理
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
市
民
の
読
書
活
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
出
前
講
座
の
実
施
や
、
人
材
宝

箱
な
ど
の
人
材
情
報
の
提
供
と
Ｐ
Ｒ
に
よ

り
、
市
民
生
活
の
広
い
分
野
に
わ
た
る
現

代
的
な
課
題
に
対
応
し
た
学
習
機
会
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
活
動
の

た
め
の
人
材
を
育
成
し
、
地
域
の
活
性
化

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
地
域

全
体
で
支
援
す
る
た
め
、
引
き
続
き
全
小

中
学
校
を
対
象
に
学
校
支
援
地
域
本
部
事

業
を
実
施
し
、
地
域
の
教
育
力
と
子
ど
も

た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
文
化
の
振
興

　

本
市
の
芸
術
文
化
活
動
の
拠
点
と
な
る

「
コ
モ
ッ
セ
」
の
開
館
に
向
け
、
管
理
運

営
体
制
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

今
年
３
月
の
官
報
告
示
に
よ
り
「
花
輪

祭
の
屋
台
行
事
」
が
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
（
本
市
で
3
件
目
）
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
市
内
に
は
数
多
く

の
文
化
財
が
あ
る
た
め
、
こ
う
し
た
地
域

の
誇
り
・
宝
を
保
存
・
伝
承
し
、
保
護
意

識
の
啓
発
と
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

秋
田
県
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
「
神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と

「
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
競
技
大
会
」
を

行
い
ま
す
が
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
参

加
者
・
見
学
者
が
訪
れ
ま
す
の
で
、
鹿
角

の
魅
力
と
伝
統
文
化
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

　

世
界
遺
産
登
録
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大

湯
環
状
列
石
環
境
整
備
事
業
を
計
画
的
に

進
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
登
録
に
向

け
た
課
題
解
決
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

　

市
民
の
誰
も
が
体
力
や
年
齢
に
応
じ
た

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
や
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
、

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
、
気

防
災
体
制
の
充
実

　

自
主
防
災
組
織
の
育
成
強
化
に
引
き
続

き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
災
害
時
要
援
護

者
世
帯
な
ど
を
対
象
に
、
災
害
時
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
緊
急
放
送
を
自
動
受

信
で
き
る
「
ラ
ジ
オ
型
受
信
機
」
を
無
償

で
配
置
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

　

地
域
の
公
共
的
な
活
動
の
担
い
手
で
あ

る
自
治
会
活
動
に
対
す
る
支
援
策
と
し
て
、

自
治
会
の
活
性
化
事
業
を
促
進
す
る
「
自

治
会
元
気
づ
く
り
応
援
補
助
金
」
を
引
き

続
き
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生

応
援
事
業
費
補
助
金
」
を
新
た
に
創
設
し
、

高
齢
化
や
会
員
数
の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て

活
動
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
小
規
模
自
治

会
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
を
図
り
ま
す
。

　 

参
加
と
連
携
を
促
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

全文はホームページで公開 http://www.city.kazuno.akita.jp/

　
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

公
共
交
通
の
確
保

　

地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
利
用
促
進
や
、
公

共
交
通
に
か
か
る
情
報
提
供
な
ど
の
事
業

を
定
め
た
「
地
域
協
働
推
進
事
業
計
画
」

を
策
定
し
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
公
共

交
通
へ
の
改
善
を
図
り
、
利
便
性
向
上
、

利
用
者
増
加
に
つ
な
が
る
事
業
を
積
極
的

に
進
め
ま
す
。

　

交
通
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、「
道

路
橋
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
に
基
づ
き
、

計
画
的
な
修
繕
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
の
整
備
の
ほ
か
、
八
正
寺
久
保
田
線

の
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
、
地
域
交
通
の

一
層
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
基
本

設
計
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

都
市
基
盤
の
整
備

　

鹿
角
花
輪
駅
前
広
場
を
交
通
結
節
点
と

し
て
、
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
ま

す
。

　

公
営
住
宅
建
設
事
業
は
、
花
輪
駅
西
住

宅
が
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
市
営

住
宅
の
整
備
に
向
け
た
検
討
を
行
い
、
快

適
な
住
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
民
間
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
支
援
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
木
造
住

宅
の
耐
震
化
診
断
、
耐
震
改
修
の
支
援
も

継
続
し
ま
す
。

　

環
境
づ
く
り
で
は
、
尾
去
沢
不
燃
物
投

棄
場
が
使
用
開
始
か
ら
40
年
が
経
過
し
、

残
余
使
用
年
数
が
約
11
年
で
あ
る
た
め
、

新
た
な
最
終
処
分
場
の
建
設
に
向
け
、
候

補
地
選
定
調
査
に
着
手
し
ま
す
。

国
際
交
流
の
充
実

　

国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
鹿
角

国
際
交
流
協
会
と
連
携
し
、
地
域
の
国
際

化
を
図
る
と
と
も
に
、
友
好
都
市
と
の
交

流
を
進
め
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
本
市
か
ら
シ
ョ
プ
ロ

ン
市
へ
派
遣
交
流
の
年
で
あ
り
、
８
月
頃

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
参
加
者
、
行
政
関
係
者

等
と
と
も
に
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
を
訪
問
し
、

両
市
の
絆
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
設
置

　

地
方
分
権
改
革
の
進
展
に
伴
い
、
自
治

体
の
政
策
形
成
能
力
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

問
わ
れ
る
中
、
効
果
的
な
政
策
を
大
胆
か

つ
戦
略
的
に
推
し
進
め
て
い
く
た
め
、
新

年
度
に
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
担
う
部
署

の
新
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

外
部
有
識
者
の
知
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
市
民
福
祉
の
向
上
や
地
域
活
性
化
に

資
す
る
政
策
を
研
究
し
、
平
成
27
年
度
以

降
の
政
策
、
と
り
わ
け
平
成
28
年
度
か
ら

の
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
方
針
　
豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

コミュニティから生まれる鹿角の元気



4,455万6千円

歳入総額

自主財源
（

30
.3

％
）

依
存

財
源

（69.7％）

人件費
19億3,576万
5千円（11.4%）%

公債費
16億4,770万
7千円（9.7%）%

%

普通建設事業費・
災害復旧事業費
21億9957万円
　　　（12.9%）

補助費等
29億5,153万
2千円（17.3%）%

物件費・維持補修費
26億360万
5千円（15.3%）%

繰出金
17億9,149万
2千円（10.5%）%

その他
4億8950万8千円
　　　　（2.8%）

義務的
経

費
（

4
1

.2
％

）そ
の

他
経

費
（

45
.9

％）

投資的経費

170億
4,455万6千円

歳出総額

（12.9％）

扶助費
34億2,537万7千円
　　　　　（20.1%）%

繰越金
1億 5,000万円
　　　（0.9％）

市税
 29億6,533万7千円
（17.4%）

繰入金
10億 3,486
万3千円（6.1%）

諸収入
7億 2,775万
4千円（4.3%）

分担金・
使用料等
2億4,690万
7千円（1.5%）

財産収入・
寄附金
3,702万
1千円（0.2%）

地方交付税
64億9,912万5千円
　　　　　（38.1%）

国庫支出金
17 億3,250万
5千円（10.2％）

市債
18億7,020万円
　　　（11.0％）

県支出金
11億2,294万
4千円（6.6％）

地方消費税交付金
　　3億7,000万円
　　　　　（2.2％）

その他
2億8,790万円
　　　（1.5%）

170億

新年度予算

一般会計
予算総額

対前年度比
1.3％増170億4,455万6千円

　平成26年度は、「第6次鹿角市総合計画 前期基本計画」の4年目として、計画の着実な
推進と、目標に概ね到達させるということを念頭に、市民一人ひとりの元気力を結集し、

「産業力」「地域力」「定住力」の向上を図るため、第３子以降の保育料や児童クラブ利用
料の無償化など「子育て支援」のさらなる拡充や教育施設等の環境充実、災害に強いまち
づくりなど、暮らしの安心・安全に重点をおいた「元気力強化予算」を編成しました。

【
歳
入
／
自
主
財
源
】

▼
市
税…

市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
く
税
金（
市
民
税
、固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、入
湯
税
な
ど
）で
す
。

▼
繰
入
金
・
繰
越
金…

積
立
金
の
取
り
崩

し
や
他
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金
、

前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
お
金
で
す
。

▼
分
担
金
・
負
担
金…

福
祉
施
設
の
入
居

者
負
担
金
や
保
育
園
の
保
育
料
な
ど
で

す
。

▼
使
用
料
・
手
数
料…

市
営
住
宅
や
体
育

施
設
の
使
用
料
、文
化
施
設
等
の
入
館
料
、

各
種
申
請
等
の
手
数
料
な
ど
で
す
。

【
歳
入
／
依
存
財
源
】

▼
地
方
交
付
税…

標
準
的
な
財
政
運
営
に

必
要
と
さ
れ
る
経
費（
人
口
、
面
積
、
道
路

の
延
長
な
ど
を
基
準
に
算
出
）に
基
づ
き
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

▼
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金…

福
祉
施
設

や
道
路
、
教
育
施
設
整
備
な
ど
に
対
す
る

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
す
。

▼
市
債…

市
が
借
り
入
れ
る
お
金
で
す
。

▼
地
方
譲
与
税
・
交
付
金…

人
口
、
道
路

の
延
長
・
納
付
額
な
ど
に
応
じ
て
、国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

【
性
質
別
歳
出
】

▼
扶
助
費…

社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し

て
、
高
齢
者
、
児
童
、
心
身
障
害
者
な
ど

に
対
し
て
支
援
を
行
う
お
金
で
す
。

▼
人
件
費…

報
酬
や
給
与
な
ど
で
す
。

▼
公
債
費…

市
の
借
入
金
を
返
済
す
る
た

め
の
お
金
で
す
。

▼
普
通
建
設
事
業
費…

道
路
や
公
共
施
設

の
新
増
設
に
必
要
と
さ
れ
る
お
金
で
す
。

▼
補
助
費
等…

市
か
ら
他
の
団
体
な
ど
に

行
政
上
の
目
的
か
ら
支
払
う
お
金
で
す
。

▼
物
件
費…

賃
金
、
旅
費
、
交
際
費
、需

用
費
な
ど
消
費
的
性
質
の
お
金
で
す
。

▼
繰
出
金…

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金

と
の
間
で
、
相
互
に
資
金
運
用
を
す
る
た

め
の
お
金
で
す
。

▼
貸
付
金…

地
域
住
民
の
福
祉
増
進
や
地

域
の
振
興
を
図
る
た
め
、
市
が
直
接
あ
る

い
は
間
接
的
に
現
金
の
貸
付
を
行
う
た
め

の
お
金
で
す
。

用
語
解
説

用
語
解
説

　市税は、給与所得の伸びによる個人市民税
所得割の増加などにより、対前年度比1.7％増
の29億6,533万7千円を計上しています。国庫
支出金は、公営住宅建設事業の社会資本整
備総合交付金や八幡平中学校改築事業の学
校施設環境改善交付金の終了等により対前年
度比5.2％減の17億3250万5千円を計上して
います。県支出金は、次世代法人育成事業補
助金の終了や緊急雇用創出臨時対策基金事
業費補助金の減額等により、対前年度比
7.0％減の11億2,294万4千円を計上していま
す。繰入金は〔仮称〕学習文化交流施設整
備事業や大湯小学校大規模改修等に伴う特定
目的基金の繰入れが増加し、対前年度比
28.8％増の10億3,486万3千円を計上してい
ます。地方債は、新規事業の花輪スキー場ア
ルペンゴールハウス建設事業等のほか、継続
事業の〔仮称〕学習文化交流施設整備事業
や認定こども園建設事業、かづの牛生産育成
施設整備事業等の財源として、対前年度比
13.1％増の18億7,020万円計上しています。

　物件費・維持補修費は、消費税率引上
げに伴う光熱水費、施設管理委託料等の
増額や、教育用コンピューター更新、吹奏
楽器等の整備、災害対策事業におけるコミュ
ニティＦＭ緊急放送受信機購入等の新規事
業により、対前年度比9.0％増の26億360
万5千円を計上しています。補助費等は、臨
時福祉給付金給付事業や子育て世帯臨時
特例給付金給付事業、全国高等学校スキー
大会補助金の新設、広域行政組合負担金
（ごみ処理費）等の増額に伴い対前年度比
8.0％増の29億5,153万2千円を計上してい
ます。普通建設事業費は公営住宅建設事
業や八幡平中学校改築事業の終了等により
対前年度比では7.8％減となりますが、〔仮
称〕学習文化交流施設整備事業や認定こ
ども園建設事業等に21億9,956万6千円を
計上しています。

　特定の事業を行うために一般会計と区
分して設置されている特別会計ですが、
国民健康保険事業では、療養給付費の
増額等により対前年度比9.7％の増と
なっています。農業集落排水事業では、
国の補正予算に連動した交付金事業
（末広地区）の25年度への前倒しによ
り対前年度比45.8％の減、簡易水道事
業では、湯瀬簡易水道統合整備の工事
着手により190.6％の増となっています。

特別会計名

上水道事業

予　算　額

収益的収支
資本的収支

収入 6億1,503万1千円／支出 5億1,741万1千円
収入 1億8,678万3千円／支出 5億3,369万6千円

44億9,180万7千円
3億6,175万7千円
41億922万2千円
8億9,420万6千円

2億434万5千円
2億3,057万1千円

809万3千円

前年度比
9.7％
1.1％

△ 1.1％
△ 0.3％
△ 45.8％

190.6％
9.2％

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

予備費

［目的別］
1億9,676万1千円（1.2%）

31億900万7千円（18.2%）

58億832万8千円（7.2%）

12億2,939万2千円（34.1%）

8,696万6千円（0.5%）

7億1,747万8千円（4.2%）

8億2,760万1千円（4.9%）

12億8,703万5千円（7.5%）

6億7,746万1千円（4.0%）

14億2,925万2千円（8.4%）

4千円（0.0%）

16億4,780万2千円（9.7%）

746万9千円（0.0%）

2,000万円（0.1%）

「元気力強化予算」
～鹿角を一層強く元気に～

前期基本計画の目標到達に導く予算を編成

特 集
新年度予算
特 集

一般会計歳入 市税や地方消費税交付金などの増額により、対前年度比1.3％の増額を見込む一般会計歳出 子育て支援や、教育環境の充実、災害に強いまちづくりへの取り組みを強化

［元気力強化予算］の使い道

特 別 会 計 総額103億1千円　　対前年度比3.3％増

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
下 水 道
農 業 集 落 排 水
簡 易 水 道
大 湯 財 産 区

◎〔仮称〕学習文化交流施設整備事業
◎市役所庁舎空調設備等改修事業
◎認定こども園建設事業
◎かづの牛生産育成施設整備事業
◎民間住宅リフォーム支援事業
◎そばの里プロジェクト推進事業
◎鹿角市ブランドアップ戦略推進事業
◎中小企業電力コスト低減対策事業
◎除雪等支援事業
◎出会い応援事業
◎伝説の里かづの体感博覧会でんぱく事業
◎高齢者交流サロン推進事業

・・・・・・・11億9,145万3千円
・・・・・・・・・1億8,035万6千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億251万6千円
・・・・・・・・・・・8,342万2千円

・・・・・・・・・・・・・・4,014万2千円
・・・・・・・・・・・・・2,801万2千円

・・・・・・・・・2,465万9千円
・・・・・・・・・・・・・2,000万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,876万2千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・339万9千円

・・・・・・・323万6千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・188万2千円

【継続事業】
◎多面的機能支払交付金事業
◎不燃物投棄場調査事業
◎八幡平市民センター改築事業
◎水田転換主力作物づくり強化事業
◎教育費支援事業
◎吹奏楽器整備事業
◎楽器整備事業
◎政策研究所費
◎商店街店舗集約促進事業

・・・・・・・・・・・・・・・2,815万6千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,919万8千円

・・・・・・・・・・・・・・1,714万2千円
・・・・・・・・・・・・・1,264万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,112万5千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・721万5千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・488万5千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・206万7千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・160万円

【新規事業】

◎生活バス路線対策事業
◎医師確保対策事業
◎災害対策事業
◎スキーと駅伝のまちづくり事業
◎人間ドック等健診事業
◎北限のもも産地拡大推進事業
◎国民文化祭開催事業

・・・・・・・・・・・・・・・・・1億157万4千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,529万6千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,968万6千円
・・・・・・・・・・・・・2,945万1千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,087万6千円
・・・・・・・・・・・・・・・679万2千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・594万8千円

〔拡充事業〕

※事業費は既存事業費も含んでいます。
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文
化
の
杜
交
流
館 

コ
モ
ッ
セ

「
コ
モ
ッ
セ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
っ
て
な
あ
に
？

　

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
「
み
ん
な

で
文
化
交
流
の
杜
を
つ
く
る
会
」
は
、

市
民
参
加
型
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
組
織
で
す
。
施
設
を
活
用
し
た
市

民
提
案
事
業
の
企
画
、
実
施
主
体
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
を
構
成
す

る
の
が
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

「
コ
モ
ッ
セ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
す
。

　

コ
モ
ッ
セ
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
文
化

の
杜
交
流
館
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
自
分

達
が
考
え
た
企
画
を
実
行
す
る
ス

タ
ッ
フ
で
す
。

　

事
業
の
広
報
宣
伝
や
準
備
、
当
日

運
営
な
ど
に
直
接
携
わ
り
な
が
ら
、

「
多
く
の
市
民
が
集
い
、
地
域
の
新

た
な
活
力
の
創
造
と
、
地
域
社
会
を

支
え
る
人
づ
く
り
」
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

問 生涯学習課 
文化の杜交流館開設室
☎ 30-0292 FAX 30-1140
e-mail:
comosse@city.kazuno.lg.jp

コ
モ
ッ
セ
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　文化の杜交流館コモッセは、子どもから高齢者まで多くの市民が集
い、学習活動や文化活動、子育て活動など様々な活動を通じ、交流・
連携・ふれあいを深め、地域の新たな活力の創造と、まちづくりを支
える人材育成の拠点となる施設です。

▼
対
象
者

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
在
学
の
方

▼
申
込
方
法

必
要
事
項
（
①
氏
名
②
住
所
③
電

話
番
号
）
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　

４
月
23
日
水
17
時
15
分

　
第
１
回
会
議

　

▼
日
時

　
　

４
月
25
日
金 

18
時
30
分
～

　

▼
場
所　

　
　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー

※
そ
の
後
も
受
付
は
随
時
行
い
ま
す
。

会
議
は
月
１
回
程
度
開
催
し
、
サ

ポ
ー
タ
ー
組
織
の
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。　

・学生の文化活動の発表会 ( 作品展示、舞台発表）
・学生のワークショップ、コンテスト
・館内の統一したディスプレイと四季に応じた企画
・全館を利用した食と芸術のフェスティバル
　（音楽祭、発表会、作品展示、教室、マルシェ、物品販売など）
・鹿角の民俗芸能を一堂に集めた鹿角ふるさとフェスティバル
・商店街のイベントに合わせて、各施設（機能）で独自企画を実施
・コモッセ友の会（コモッセカード・情報誌発行、会員優待サービス）

市民ワークショップで出された企画案

市民サポーター組織 運営イメージ

文化の杜交流館
コーディネーター

文化の杜交流館
事務局

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織

コ
モ
ッ
セ
サ
ポ
ー
タ
ー

自
主
事
業

運営支援・
アドバイス

連携
連携・協力

花輪市民センター

▶利用期間
　ホール：平成 26 年 12 月末まで
　ホール以外：平成 27 年２月末まで

問 花輪市民センター　 ☎ 23-3351

コモッセへの移転作業のため、利用期間が下記のとおりとなります。
ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。
コモッセ開館後の利用受付については、詳細が決まり次第、お知らせします。

花輪市民センター・花輪図書館の利用について

花輪図書館

▶利用期間　平成 26 年９月末まで
　休館期間（10 月以降）は、花輪図書館付
近への移動図書館車の配車を計画していま
す。巡回の日程や場所などについては、あ
らためてお知らせします。

問 花輪図書館 　☎ 23-4471

　

市
で
は
文
化
の
杜
交
流
館
コ

モ
ッ
セ
の
利
用
を
考
え
る
市
民
参

加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
み
ん
な

で
文
化
交
流
の
杜
を
つ
く
る
会
」

を
設
置
し
、
「
複
合
施
設
を
活
か

す
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
」
を
テ
ー
マ

に
市
民
主
体
に
よ
る
事
業
の
企
画

立
案
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
出
さ

れ
た
ア
イ
デ
ア
を
テ
ー
マ
毎
に
分

類
し
、
開
催
時
期
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、

実
施
メ
ン
バ
ー
、
広
報
戦
略
、
経

費
な
ど
具
体
的
な
内
容
を
整
理
し

て
、
事
業
の
企
画
案
を
ま
と
め
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
「
み
ん
な
で
文
化

交
流
の
杜
を
つ
く
る
会
」
を
市

民
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
そ
の
一
員
と
し

て
活
動
す
る
「
コ
モ
ッ
セ
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。
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市の中長期的な方針を検討

「かづの未来会議」の委員を募集します
市民サービス窓口

印鑑登録の手続きができます

4月 1 日から市民サービス窓口（いとく鹿角ショッ
ピングセンター内）で印鑑登録手続きが可能になり

ました。

▶取り扱い時間　月曜から金曜日まで（平日）の 10 時
30 分～ 17 時 15 分（水曜は 19 時まで）
▶必要なもの　登録する印鑑、顔写真付きの本人確認書
類（運転免許証、住基カードなど）、登録料 200 円
※詳しくはお問い合わせください。

　市民サービス窓口での取り扱い業務
　○各種証明書の発行
　（住民票、戸籍謄抄本、所得証明書など）
　○市税などの納付

問 市民課 戸籍年金班 ☎ 30-0221
　 市民課 支所窓口班 ☎ 30-0657

４月から庁内に政策研究所を設置し、市民福祉の向
上や地域活性化に関する調査研究を行います。研

究所では、あわせて平成 28 年度からの総合計画後期基
本計画の策定に向けた中長期的な方針も検討することと
しており、これらの調査研究についてご意見をいただく
ための「かづの未来会議」を設置します。
　委員構成は、市内各団体の代表者のほか、公募委員を
予定しており、参加いただける委員を公募します。

▶募集人数　３人程度
▶応募要件　満 20 歳以上で、地域活性化への関心と意
欲のある方
▶任期　２年間（会議は年３回程度。夕方開催の予定）
▶応募方法　住所、氏名、年齢、電話番号、応募理由を

記載の上、郵送・ＦＡＸ・Ｅメール・持参のいずれか
の方法でお申し込みください（様式は自由です）

▶応募締切　4 月 28 日月　

問 政策企画課 ☎30-0201

新規学卒者雇用奨励金制度

新しく従業員を雇ったら

市内に住所のある新卒者（高校、短大、大学等を卒業した
方・卒業から3 年以内の方）を雇用した市内の事業所

に対し、１人の雇用につき 30 万円の奨励金を交付します。

▶対象
1　高校、大学、短大等を平成 25 年度に卒業した方
　（その他の学校についてはお問い合わせください）
2　卒業から３年以内の既卒者
　（卒業日の翌月１日から３年後の日が採用の期限となります。
平成23年3月中に卒業した方は、平成26年４月１日が期限です）

※対象者を採用した日から、１か月以内に
新規学卒者雇用届（市ホームページからダウ
ンロード可）を提出してください。奨励金の
交付は採用日から６か月経過後となります。
詳しくはお問い合わせいただくか、市ホー
ムページをご覧ください。
▶市ホームページ　検索の手順
 事業者の方へ→ 雇用・労働→ 新規学卒者雇用奨励金

問 商工振興課 ☎30-0250

意欲のある学生が学業を継続できるよう

鹿角市奨学生を追加募集します

平成 26 年度から貸付を開始する奨学生を募集して
います。

▶対象　鹿角市民の子どもで、高校・高専・大学（短大・
専修学校を含む）に在学する方（通信制の学校を除く）
▶貸与額
①高校・高専前期３年間→月額１万円
②大学・短大・専門学校・高専後期２年間→月額３万円
▶申込締切　４月 17 日木
▶申込方法　教育委員会および各支所に備え付けの申請
書にてお申し込みください。
▶選考方法　申込者本人の面接を行い、審査の上採用を
決定します。面接日時は申し込み後に通知します。

問 教育委員会総務学事課 総務班　☎ 30-0290

快適な住環境のために

住宅リフォーム・耐震改修を支援します
区分 補助率 補助金額の上限

リフォーム 20％ 10 万円

耐震診断 3 分の２ 3 万円

耐震改修工事 23％ 30 万円

耐震改修工事
とリフォームを
同時に行う場合

リフォーム 20％ 20 万円

耐震改修工事 23％ 30 万円

合計 50 万円

▶主な対象工事　屋根の葺替・塗装・外壁の張り替え・
塗装など、壁紙や床の張替などの内装工事、上水道接続工
事、公共下水道や農業集落排水への接続工事 など
▶受付期間　4 月 1 日火～平成 27 年 3 月上旬
※住宅リフォームは、同一住宅において１回限りです。
（過去に交付を受けた補助金の合計額が 10 万円に満たな
い場合は、10 万円との差額
の範囲内で利用できます）

※市税の納付状況など、利用
要件がありますので、詳細は
工事着手前にご相談ください。
問 都市整備課 
計画管理班 ☎30-0261
建設班 ☎30-0263

展示会等出展支援事業補助金

展示会などへの出展を応援します

市内で製造業を営む事業者やグループが市外の展示
会・商談会・見本市等へ出展する場合に経費の一

部を助成します。

▶対象経費　６月１日日～平成 27 年３月 20 日金に開
催される展示会等に出展するための費用（会場費など）

▶補助額　経費の 1/2 以内
　　　　　（ただし年度上限額の範囲内）

※利用を希望する方は 4 月 30 日水までに年度計画書を
提出してください。事業内容を確認の上、５月中に各申
請者の年度上限額（最大 40 万円）を決定します。年度
途中に追加申請はできませんので、ご注意ください。

▶市ホームページ　検索の手順
 事業者の方へ→ 支援事業→ 展示会等出展支援事業

問 商工振興課 ☎30-0250

人工透析を受けている方へ

通院交通費を助成します

人工透析治療を受けるために要した交通費（自家用車、定
期路線バス、鉄道利用）について、その一部を助成します。

▶対象　市内に住所があり、じん臓機能障害の身体障害
者手帳をお持ちで、人工透析治療を受けるため通院して
いる方。（所得税額が10万円以上の方、生活保護受給者、
福祉タクシー利用券の交付を受けている方は除く）
▶助成額　

　

通院距離（往復） 基準月額

5km ～ 15km 1,500 円

15km ～ 30km 2,000 円

30km 以上 3,000 円

▶申請方法　実績により半年ごとに申請してください

　
期別 助成対象期間 申請月

前期 4 月～ 9 月 10 月

後期 10 月～ 3 月 3 月

▶必要なもの　手帳、印鑑、人工透析通院報告書（病院
からの通院証明書）、振込先がわかるもの（預金通帳
など）※不明な点はお問い合わせください。

問 福祉課 地域福祉班 ☎30-0238

一定の障害をお持ちの方へ

福祉タクシー利用券を発行します

福祉タクシー利用券の交付申請を受け付けています。

▶対象　市内に住所があり、次の①～③のいずれかの手
帳をお持ちで在宅の方。（所得税額が１０万円以上の方、
自動車税・軽自動車税の減免を受けている方は除く）

①身体障害者手帳１級または２級
②療育手帳Ａ
③精神保健福祉手帳１級または２級

▶交付枚数　１カ月あたり 2 枚
※じん臓障害をお持ちの方は、1 カ月あたり 4 枚交付

（今年度から、当制度と「人工透析患者通院交通費」助
成制度のいずれかを選択できます）

▶扶助額　利用券１枚あたり 500 円
▶必要なもの　手帳、印鑑

問 福祉課 地域福祉班 ☎30-0238

あきた安全安心住まい推進事業            
　
①住宅リフォーム推進事業
②住宅用太陽光発電システム普及支援事業
③「秋田スギの家」普及促進事業
                    　
市の「住宅リフォーム・耐震改修支援制度」
と併用ができます。補助条件などの詳細は県
のホームページ、または県の地域振興局建築
課までお問い合わせ下さい。

問鹿角地域振興局建築課　☎23-2311
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地域の宝 子どもたちの健やかな成長を願い

子育ての支援をさらに充実させます
循環型社会の形成と 3R（リデュース・リユース・リサイクル）の推進

春の指定不用品収集のお知らせ

▶対象　市内の認可保育園・市単保育園・幼稚園・
認可外保育施設等を利用している児童
▶助成額　保育料の半額（所得制限あり）
※平成 26 年度から、第 3 子以降の保育料を全額
助成します。
▶手続き　第３子以降の児童については、申請書
のほかに戸籍謄本が必要です。詳しくは施設から
の通知をご覧ください。
問 福祉課 子育て支援班 ☎ 30-0235

▶�収集方法にご協力ください
❶テープの巻き付けはしないでください 
❷蛍光管を入れた箱や袋は持ち帰りください 
❸事務所から排出されたものは対象外です 
❹電球やハロゲン球は不燃ごみへ

収集日 地区 集積箱設置

4月13 日日

八幡平
青沢商店自販機脇（坂比平）／谷内地区市民センター玄関脇／湯瀬ふれあいセンター
機械室入口／八幡平市民センター玄関脇／大里自治会館玄関脇／長内集会施設前／松
館奈良商店三叉路ごみ集積所脇

尾去沢 尾去沢市民センター玄関脇／駒ヶ峯施設工業事業所玄関脇

花 輪
菅原電気店舗脇／福祉保健センター自転車置き場／アメニティ倶楽部ハウス東側駐車
場脇／乳牛自治会館玄関脇／交流センター玄関脇／アニモ A コープ柴平店玄関脇／柴
平地域活動センター玄関脇

4月20 日日 十和田
松山自治会館玄関脇／第 14 分団番屋（松ノ木）／錦木地区市民センター玄関脇／ JA
グリーンセンター十和田店入口脇／十和田市民センター萱町側出入口／下芦名沢自治会
館玄関脇／柳沢商店脇（中滝）／箒畑自治会館玄関脇／フォーラムゆぜ玄関脇／大湯（体
育館）地区市民センター玄関脇／ストーンサークル館事務所入口／旧草木保育園玄関脇

　各自治会のルールに従い、指定の場所に朝 8 時まで
に出してください。下記品目以外は収集しませんので、
ご注意ください。
問 鹿角広域行政組合 ☎ 22-2611
　市民共動課 環境生活班 ☎ 30-0224

収集日 地区

4月27 日日 尾去沢・八幡平地区

5月  4 日日 十和田地区

5月11 日日 花輪地区

　①金属製品 　
　自転車、梯子・脚立（２ｍ以下まで）、スノーダンプ、米収納器 （30kg 入まで）、　薪ストーブ、煙突、
　石油ストーブ（灯油と電池は必ず抜くこと）、二連ガスコンロ、ガス湯沸かし器（電池を抜くこと）、　
　全てがスチール製の机・棚・書庫（いす類は不燃物投棄場へ）

　②プラスチック製品 （すべてプラスチック製のものに限る）
　大きい樽、タライ、ごみ箱（各々、直径 40cm 以上）、クーラーボックス、浴槽のふた、大型そり、　
　衣類収納ケース、ペット小屋、大型おもちゃ、プランター、雪かき、ポリタンク（20ℓまで）

　③生活用品
　カーペット、じゅうたん・ござ（※電気カーペットは許可業者へ）、マットレス（※ベッドマットや磁気が入っ
　ているものは許可業者へ）、掃除機、扇風機、除湿機、冷風扇、大型の旅行バッグ・スーツケース　

春の廃蛍光管収集のお知らせ

▶�収集品目

　
問 鹿角広域行政組合 ☎ 22-2611
　市民共動課 環境生活班 ☎ 30-0224

　集積場所は次のとおりです。朝 8 時 30 分までに出してください。

すこやか保育料助成

▶対象　小学校または中学校に在籍する第 3 子
以降の子を養育する保護者（下記に全て該当する
こと）
① 1 月 1 日に市に住所があること
②第 3 子以降の子が、1学期が始まる日に小学校
または中学校に在籍し、今後も在籍する見込みがあ
ること
③第 3 子以降の子が就学援助等の認定を受けて
いないこと
▶補助額　第 3 子以降の子が
・小学生のとき一人につき 年額 12,000 円
・中学生のとき一人につき 年額 24,000 円
▶手続き　必要書類を 9 月 30 日火までに学校に

提出してください。申請書のほか必要書類があ
ります。詳しくは学校を通して通知します。

問 総務学事課 学事指導班 ☎ 30-0291

かづのの宝育成支援

▶対象　高等学校等に在籍する第 3 子以降の子
を養育している保護者（下記に全て該当すること）
① 1 月 1 日に市に住所があること
②第 3 子以降の子が、1学期が始まる日に高等学
校等に在籍し、今後も在籍する見込みがあること

▪かづのの宝夢支援（授業料）補助金
▶補助額　高等学校等就学支援金制度対象外の方
が負担する高等学校等の授業料（月額 9,900 円
上限）
▶手続き　必要書類を 5 月 30 日金までに教育委
員会または各支所に提出してください。その後、
随時申請が必要となります。

▪かづのの宝夢支援（教科書等購入）補助金
▶補助額　高等学校等が指定する教科書および図
書、教材購入の費用（年額 36,000 円上限）
▶手続き　必要書類（領収書等）を 4 月 30 日水
までに教育委員会または各支所に提出してくださ
い。詳しくはホームページをご覧ください。

問 総務学事課 学事指導班 ☎ 30-0291

かづのの宝夢支援

　県内一の合計特殊出生率（1.58 人）をさらに向上
させることを目的として、幼児期から高校を卒業す
るまでの間の第 3 子以降の子育てに係る経済的負
担を軽減するため、新たな支援制度を実施します。

▶対象　ファミリーサポートセンターを利用する
第３子以降の児童
▶助成額　利用料の全額
▶手続き　申請書のほかに戸籍謄本が必要です。
詳しくは施設からの通知をご覧ください。
問 福祉課 子育て支援班 ☎ 30-0235

ファミリーサポートセンター利用料助成

▶対象　市内児童クラブを利用する第３子以降の
児童
▶助成額　利用料の全額
▶手続き　申請書のほかに戸籍謄本が必要です。
詳しくは施設からの通知をご覧ください。
問 福祉課 子育て支援班 ☎ 30-0235

児童クラブ利用料助成
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ま
ち
の
話
題

C
IT

Y
 T

O
P

IC
S

　

花
輪
建
設
業
協
会
（
村
木
通

良
会
長
）
が
設
立
50
周
年
を
記

念
し
て
市
に
デ
ジ
タ
ル
時
計
を

寄
贈
し
、
3
月
11
日
に
引
き
渡

し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
木
会
長
は
「
地
域
に
50
年

間
お
世
話
に
な
っ
た
。
少
し
で

も
市
民
の
皆
さ
ん
の
役
に
た
ち

た
い
」
と
述
べ
、
児
玉
市
長

は
、「
吹
き
抜
け
工
事
で
明
る

く
な
っ
た
市
民
ホ
ー
ル
に
、
ふ

さ
わ
し
い
も
の
を
い
た
だ
い
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
大
変
便
利

で
喜
ぶ
と
思
う
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

市
に
デ
ジ
タ
ル
時
計
を
寄
贈

花
輪
建
設
業
協
会 

設
立
50
周
年
記
念

上／同級生らと記念撮影する受験生たち。右上／受験番
号が発表された緊張の瞬間。右下／掲示板に貼り出され
た受験番号を携帯電話で撮影する姿が多くみられました。

　

県
立
高
校
一
般
入
試
の
合
格

発
表
が
12
日
、市
内
高
校
で
一

斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
輪
高
校
で
は
、午
後
3
時

に
合
格
者
の
受
験
番
号
が
発
表

さ
れ
、掲
示
板
の
前
に
受
験
生

と
保
護
者
ら
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
番
号
を
見
つ
け
た
受

験
生
た
ち
か
ら
「
合
格
だ
」「
受

か
っ
た
ー
」な
ど
の
歓
声
が
上

が
り
、笑
顔
で
喜
ぶ
姿
に
親
や

友
人
も
「
お
め
で
と
う
」「
や
っ

た
ね
」な
ど
祝
福
の
言
葉
を
掛

け
て
い
ま
し
た
。

　

試
練
を
乗
り
越
え
た
受
験
生

た
ち
は
、携
帯
電
話
で
自
分
の

受
験
番
号
を
撮
影
し
合
格
を
再

確
認
。掲
示
板
の
前
で
友
人
ら

と
記
念
撮
影
を
す
る
受
験
生
た

ち
は
、４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
高
校
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

桜
咲
く 

合
格
発
表
に
笑
顔

県
内
高
校
入
学
試
験 

↑協会会長ら役員が出席した引き渡し式の様子

　本市の花輪ばやしが
「花輪祭の屋台行事」とし
て国の重要無形民俗文化
財に指定されました。
 　国の文化審議会が 1月
17日に文部科学大臣に答
申していましたが、3 月
10日の官報告示をもって

正式に指定が決定しまし
た。
　都内で行われた指定証
書の交付式には、花輪ば
やし祭典委員会の戸澤会
長が出席し、文化庁長官
から証書を授与されまし
た。
　3 月12日に報告のため
児玉市長を訪れた戸澤会
長は、「証書を手にし、国
の指定を実感した。国の
宝というプライドをもって
今年の夏も臨みたい」と
喜びを語りました。

花輪ばやし
「花輪祭の屋台行事」
国指定
重要無形民俗
文化財に

↑児玉市長は「先人のみなさんに感謝し、これを契機に、地域が
ますます発展するよう取り組んでいきたい。今年は、秋田県で国
民文化祭が開催されることから、全国、全世界に本市の魅力を
PR したい」と述べました。

　

消
防
団
活
動
を
行
い
、
地
域

防
災
に
尽
力
し
て
い
る
事
業
所

に
対
す
る
消
防
庁
の
全
国
表
彰

が
行
わ
れ
、
本
市
の
ハ
タ
リ
キ

株
式
会
社
が
地
域
活
動
表
彰
を
、

株
式
会
社
石
川
組
が
協
力
事
業

所
表
示
証
の
交
付
を
受
け
ま
し

た
。

　

ハ
タ
リ
キ
株
式
会
社
は
、
消

防
団
員
の
雇
用
と
活
動
環
境
の

整
備
、
災
害
時
の
消
防
活
動
実

績
が
評
価
さ
れ
、
秋
田
県
か
ら

は
唯
一
の
受
賞
。
株
式
会
社
石
川

組
は
、
多
く
の
消
防
団
員
を
雇

用
し
、
災
害
時
に
資
機
材
を
提

供
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
18
日
に
受
賞
の
報
告
に

訪
れ
た
両
事
業
所
に
対
し
、
児

玉
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
、
地

域
の
防
災
の
要
と
し
て
ご
協
力

く
だ
さ
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

消
防
庁
の
事
業
所
表
彰
を
受
賞

ハ
タ
リ
キ
株
式
会
社
、
株
式
会
社
石
川
組

　

西
村
タ
ミ
さ
ん
（
花
輪
）
が

3
月
10
日
に
満
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
、
児
玉
市
長
が
顕

彰
状
と
祝
い
金
を
送
り
、
長
寿

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

タ
ミ
さ
ん
は
、
大
正
３
年
３

月
10
日
生
ま
れ
。
３
人
の
子
ど

も
を
授
か
り
、
現
在
は
、
息
子

夫
婦
と
孫
夫
婦
の
５
人
暮
ら
し

で
す
。
健
康
の
秘
訣
は
、「
良
く

食
べ
、良
く
寝
る
こ
と
」で
、
毎

日
の
食
事
を
家
族
み
ん
な
で
と

る
こ
と
が
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

　

市
内
で
は
10
番
目
の
長
寿
で
、

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
４
人
目

の
１
０
０
歳
顕
彰
と
な
り
ま
し

た
。

↑ 「肌の色つやがとてもよく、とても 100 歳に見えない。これ
からも元気に長生きしてください」と児玉市長がお祝いしました。

鹿角市百歳長寿顕彰式
西村タミさん
百歳を祝う

↑地域活動表彰は全国 15 事業所、協力事業所表示証交付は全国　
73 事業所がうけました。

↑市役所市民ホールの天井につり下げ
式で設置されたデジタル時計。
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K O K U H O  N O  H I R O B A

国
保

広
場

の

問市民課国保医療班
☎ 30-0222

問 市民課国保医療班
☎30－0222

医療機関の窓口で支払う
医療費の徴収が猶予ま

たは免除される制度がありま
す。世帯主等が次の要件のい
ずれかに該当し、生活保護基
準以下の場合に対象となりま
す。詳しくはお問い合わせく
ださい。
▪減免の要件　①震災、風災
害、火災などにより死亡もし
くは障害者となった、資産に
重大な損害を受けたとき②干
ばつ、冷害、凍霜害等による
農作物の不作などにより収入
が減少したとき③事業又は業
務の休廃止、失業等により収
入が著しく減少したとき④そ
の他類する事由があったとき

26年度からの国民健康保
険税の税率が、下記

のとおり改定となりました。
年々増え続ける医療費により
国保財政は窮迫しており、運
営を継続していくために今回
の改定となりました。

改定前

改定後

　国民健康保険税、介護保険料、後期
高齢者医療保険料を特別徴収（年金
からの天引き）で納めている方は、２
月に天引きされた額と同額が４月・６
月・８月の年金から天引きされます。
　26 年度に納付すべき額は、25
年中の所得が確定した後に再計算
され、10月以降に調整されます。
なお、介護保険料、後期高齢者医
療保険料については、仮徴収のお
知らせは送付されませんので、仮
徴収額は 25年度の賦課決定通知
書でご確認ください。

進学や就職、引っ越しな
どのときは、国保への

届け出が必要です。市民課国
保医療班または各支所で手続
きをお願いします。

【事業主の方へお願い】
社会保険の資格取得（喪失）連
絡票は、市ホームページから
ダウンロードできますのでご
利用ください。

手続きに必要なもの

医療費窓口負担の
減免制度があります

国保への届け出は
お済みですか？

14 日以内に届け出を

国民健康保険税の
税率について

医療分 支援金分 介護分

所得割 7.0％ 3.0％ 2.3％

均等割 13,300 円 5,200 円 9,800 円

平等割 23,400 円 9,300 円 6,000 円

就職して
社会保険
に加入

①社会保険の保険証
②国保の保険証
③認め印

退職などで
社会保険脱退

①社会保険の資格
喪失連絡票
②認め印
③雇用保険受給資
格者証 ( 解雇など
による離職の場合 )

世帯主変更、
名字変更、
住所の変更

①国保の保険証
②認め印

進学して
市外に転出

①国保の保険証
②在学証明書
③認め印

卒業して
学生でなく
なった

①マル学保険証
②卒業証明書
③認め印

後期高齢者医療保険制度
の保険料率は、２年ご

とに改定されることになって
います。
　平成 26 年度の保険料率に
変更はありませんが、所得が
一定以下の世帯の方に適用さ
れる保険料の軽減措置につい
て、５割軽減及び２割軽減の
対象が拡大されます。
　また、保険料上限額も変更
となります。平成 26 年度の
保険料額は、７月中旬に皆さ
んに通知する予定です。

平成 26年度から

後期高齢者医療
保険料率について

65歳以上の方を対象とし
て、はり・きゅう・マッ

サージ受療券を交付していま
す。
　発行は１人につき年１回限
りで、再交付はしませんので
紛失にご注意ください。

▪対象者　
市内にお住まいの 65 歳以上
の方
▪助成額　
１回の受療につき 1,000 円の
助成を年４回
▪持参するもの
①保険証などの身分がわかる
もの
②認め印
▪発行場所
市民課または各支所
▪施術を受けられる機関
東玄堂鍼灸院（花輪）、木村
鍼灸治療室（花輪）、田口治
療院（花輪）、安保指圧院（花
輪）、西村鍼灸整骨院（大湯）、
丸山鍼灸院（尾去沢）、訪問
鍼灸さいとう（八幡平）

国保の健康づくり推進事
業として実施する水中

運動教室が、今年度も 5 月か
ら始まります。
　市内４つのグループにご協
力いただき、一緒に運動をし
ます。膝や足への負担が軽く、
身体への高い効果が得られる
運動です。
　どなたでも参加できますの
で、この機会に始めてみませ
んか。
▪開催日　5 月 9 日金午前、12
日 月 午 前、27 日 火 午 後、28
日水午前
▪場所　ゆとりランド（大湯）
▪必要なもの
水着、水泳帽、水中メガネ、
水分補給用の水、
参加費は無料ですが、ゆとり
ランド入館料として 500 円が
必要です。
▪健康ポイント　
教室に参加すると、ハミング
カードまたはコナンカードに
10 ポイントがもらえます。
▪参加申込み　
市民課国保医療班へ、前日ま
でに電話等にてお申し込みく
ださい。

はり・きゅう・マッサージ
受療券交付が始まります
‐ 1 回の受療につき 1,000 円

年 4 回まで助成 ‐

水中運動教室
ご参加ください

5 月から 10 月まで

医療分 支援金分 介護分

所得割 9.0％ 4.3％ 2.3％

均等割 18,800 円 8,100 円 9,800 円

平等割 32,400円 14,000 円 6,000 円

保険料・保険税
の仮徴収について

所得割 39,710 円

均等割 8.07％

賦課限度額 57 万円

軽減割合
世帯主及び被保険者の
総所得金額等が下記の
基準を超えない世帯

9 割軽減

基基礎控除額（３３万
円）以下で、かつ被保
険者全員の年金収入が
80 万円以下で、その
他の所得がない

8.5 割軽減 基礎控除額（３３万円）

5 割軽減
基礎控除額（３３万円）
+２４．５万円×被保険
者数

2 割軽減
基礎控除額（３３万円）
+４５万円×被保険者
数



みんなの情報広場のコーナーです。
原稿の締切日は発行月の前月８日です。
◎FAX、郵送でもお申し込みできます。政策企画課FAX（30）1122

情報の広場
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し尿汲み取り料金を 7 月1日から改定します
 改定後は、基本料金（180L まで）1,530 円（税抜き）です。
1L 増すごとに 8.5 円（税抜き）を加算します。　問 鹿角広域行政組合 ☎ 22-2611

　災害復旧工事のため平成 27 年 3 月
まで通行止めとなりますので、迂回につ
いてはこれまでどおりのご協力をくださ
るようお願いします。
問農林課 農地林務班 ☎ 30-0246

日時：4月19日土 5時～17時／クリー
ンアップのため、花輪大堰の流水が
止まりますので、火気の取り扱いには
十分ご注意ください。また、一部道路
で通行止めとなります。
問農林課 農地林務班 ☎ 30-0246

　鹿角警察署の西側隣接地（花輪字
向畑100 番地 2）を建設場所として、
4 月から平成 27 年 7 月まで消防庁舎
の建設工事を行います。
　工事期間中は大型車両が通行しま
すので、ご迷惑をおかけしますが、ご
協力をくださるようお願いします。
問鹿角広域行政組合 ☎ 22-2611

日時：毎週土曜日 10 時～11時まで
の好きな時間／場所：はなわまちなか
エリア 多世代交流スペース まちっこ
／内容：脳を活性化させるための簡
単な読み書きと計算、笑顔でのコミュ
ニケーションで物忘れを予防します。
／費用：月額 2,400円（自宅で毎日取
り組む教材費含む）／説明会：4 月5
日土10 時～はなわまちなかエリア／
問東恵園地域生活支援センター（村木）
☎ 31-0100

期間：４月6日日～15日火／重点目標：
「子どもと高齢者の交通事故防止」／
4月10日木は「交通事故死ゼロを目指
す日」です。県内では、高齢者の死亡
事故が相次いでいます。また、4 月の
入学入園シーズンを迎え、児童の事故
発生に注意することが必要です。みな
さん一人ひとりが交通ルールをしっか
り守り、事故に遭わない、起こさない
ようにゆとりの心を持ちましょう。
自転車点検で安心安全
自転車に乗る前に、自転車安全整備店で点検
を受けて未然に事故を防止しましょう。傷害
保険と損害保険がついて安心な「TS マーク」
の加入をおすすめします。

問市民共動課 環境生活班 ☎ 30-0224

　市民農園を利用して、自分で農作
物を育ててみませんか。／場所：花
輪字下川原（下川原市民農園）／区
画面積：46 ～ 98㎡／利用期間：平成
27 年 3 月31日まで／費用：１区画
1,000円／申込締切：5月30日金
問農林課 農地林務班 ☎ 30-0246

　4 月から心肺機能停止前の重症患者
（15歳以上）への処置が拡大されます。
①血圧が低下するなど重症の方に点滴
を行います。
②低血糖発作が疑われる方の血糖値
を測定し、低血糖発作の場合はブドウ
糖の投与を行います。
＊救急救命士は所定の講習を修了し、
医師の具体的指示により行います。
問消防本部 警防予防課　☎ 23-5601

日時：4 月13日日 9 時 30 分～11時
30 分／場所：かなやまアリーナ／対
象者：初めて自転車に触れる子ども、
補助輪外しをする子ども／募集人数：
保育園児～小学校低学年40人／持ち
物：自転車、ヘルメット、飲み物、防
寒対策等（動きやすい服装）／その他：
保険加入のため事前に申し込みが必
要ですので希望される方はお問い合
わせください。
問鹿角青年会議所（担当：前田）
☎ 090-3984-8735

　市有林から搬出した間伐材を一般
競争入札により売却します。（一括で
の売却になります）

（

樹種 本数 林齢 材積
スギ

（丸太 3.65㍍） 111 本 25 ～ 55
年生 約 21㎥

アカマツ
( 丸太 2.00㍍ ) 249 本 59・62

年生 約 28㎥

現地下見会：5 月 14 日水 9 時～／
下見集合場所：鹿角市役所／入札申
込締切：5 月 14 日水／入札日時：5
月 15 日木 10 時～／入札場所：市
役所第 5 会議室　※下見会へ参加す
る場合は事前に連絡が必要です。
問財政課 管財地籍班　☎ 30-0210

全国統一標語「消すまでは 心の警報 ONのまま」
市防火標語『「もう一度」火もと確認 合言葉』 
4月6日日から12日土の間、以下の行
事を行います。ご理解をお願いします。
①火災想定訓練
日時：6日日　6 時～
場所：大湯地区市民センター周辺
        ＊周辺でサイレンが吹鳴されます

②防火パレード

日時：6日日　8 時 30 分～ 11時
場所：市内全域

③サイレン吹鳴・警鐘・火災予防巡回
日時：6日日～ 12日土
内容：サイレン吹鳴 7 時
　　　警鐘または打鐘 19 時
　　  火災予防巡回
　　  消防団器具置場機械器具点検

問消防本部 警防予防課　☎ 23-5601

春の全国交通安全運動

市民農園を利用してみませんか

教室 開催日 場所 時間

元気アッ
プ教室

14日月
28日月

福祉保健
センター 10 時～

フィットネ
スダンス 22日火 交流

センター 19 時～

健康教室 17日木
24日木

福祉保健
センター 10 時～

ピラティス 24日木 福祉保健
センター 18 時 30 分～

ストレッチ
ヨガ 24日木 福祉保健

センター 18 時 30 分～

／参加料：①会員 200円②会員以外
500円（1回）
問鹿角ウインプルスポーツクラブ事務局
☎ 22-2088

教室 開催日 場所 時間

ニュース
ポーツ 1日火 十和田市民

センター 9 時～

武術太極
拳 2日水 十和田市民

センター 13 時～

サッカー
教室 13日日 大湯体育館 9 時～

健康太極拳 15日火 十和田市民
センター 19 時～

にこにこ
健康教室

 3日木
15日火

大湯
かくら荘 10 時～

水中運動教
室

8日火
22日火

大湯ゆとり
ランド 10 時 30 分～

問十和田スポーツクラブ事務局
☎ 37-2870

　市ではクマ、カラス等による農作物
被害防止を推進するため、狩猟免許取
得等への費用助成を行います。
対象者（次の全てを満たす方）：①市
内に住所を有する20 歳以上で市税等
の滞納がない方②免許取得後、猟友
会に入会できる方／助成率：免許取得、
猟友会入会等に要した費用の90％（上
限あり）／申請方法：農林課備え付け
の申請書にて／申請期限：6 月30日
月（定員になり次第終了）
問農林課 農地林務班 ☎ 30-0246

　外国語に親しみ、世界を広げてみま
せんか。お気軽にご参加ください。
英会話講座（初級）　全 20 回

期間：4 月25日金～平成 27 年 3 月27日金
（第 2・4 金曜日）／時間：18 時 30 分～ 20
時／場所：花輪市民センター／講師：ケーシー・
ジャワースキー氏／受講料：2,000 円（年額）

中国語講座　全１4 回

期間：4 月25日金～ 12 月12日金（第 2・4
金曜日）＊8 月は休講 ／時間：13 時 30 分～
15 時／場所：花輪市民センター／講師：北村 
孝子氏／受講料：1,000 円（年額）

受講を希望する方は、事前にお申し
込みください。
問鹿角国際交流協会（交流プラザ内）
☎ 30-0500

　地元のお店を巡り、特産品や名産品
など「地域のたから」を発見するスタ
ンプラリーに参加しませんか。多数の
応募お待ちしています。
実施期間：4 月 18 日金～ 10 月 31
日金／応募締切：10 月 31 日金／応
募方法：応募ハガキに 10 個以上の
スタンプを協賛店から集めて必要事
項を記入のうえ、応募ください。

スタンプの押印方法は２つあります

①無料でスタンプが押せる協賛店
②商品の購入や施設の利用後にスタン
　プが押せる協賛店

／ハガキ設置場所：道の駅かづの、鹿
角きりたんぽ FM、他協賛店等

賞名・
（人数） 内容 賞品の内容

パーフェクト賞
（2 人）

全 40 店舗
制覇

ペア宿泊券（地元
宿泊施設）
＊約 5 万円相当

ハーフ賞
（5 人）

20 店舗以
上制覇

鹿角のたから詰め
合わせ
＊約 1万円相当

ファースト賞
（20 人）

10 店舗以
上制覇 食事券（地元施設）

応募多数の場合は抽選になります。
／問鹿角青年会議所（担当：服部）
☎ 090-5831-7467

●人口と世帯（2 月末現在）人口 33,786 人（▲ 40）男性 15,878 人／女性 17,908 人　世帯数 13,334 世帯（4）

　一般家庭の地下水や水道組合の飲
み水などの水質検査を受け付けてい
ます。ご利用の際は、専用容器があり
ますので、事前にお問い合わせくださ
い。／受付日：毎週水曜日 午前中／
検査料：11,880円（一般飲料水検査
の場合）
問鹿角食品衛生協会（鹿角地域振興局
1F総務企画部内）☎ 23-4334
☎ 090-3984-8735

　安価な掛け金で、万が一の時も安
心です。市民共動課、支所、市民サー
ビス窓口、秋田銀行、北都銀行、郵
便局でお申し込みできます。
問市民共動課 環境生活班 ☎30-0224

今月の相談日程

■鷹巣年金事務所による出張年金相談
相談日：4 月2 日水，9 日水，16 日水，
23日水 ,30日水，／相談場所：市役所
第１・２会議室 ／開設時間：9 時 30
分～12 時，13 時～15 時30 分（受付
は15時まで）＊事前の予約不要
問市民課 戸籍年金班 ☎30-0223

■人権擁護委員・行政相談委員による
無料総合相談
相談日：4 月8日火／相談場所：市役
所 相談室 ／受付時間：13 時 30 分～
16時　＊事前の予約不要
問市民共動課 共動推進班 ☎30-0202

■司法書士による無料相続・登記相談
相談日：4月15日火／相談場所：交流
センター ／受付時間：13 時 30 分～
15時 30分　＊事前の予約必要
問市民共動課（消費生活相談ダイヤル）
☎30-0258

■弁護士による無料法律相談
相談日：4 月24日木／相談場所：交
流センター ／受付時間：13時 30 分～
15時 30分　＊事前の予約必要
問市民共動課（消費生活相談ダイヤル）
☎30-0258

救命救急率向上と後遺症軽減を目指して

間伐材を売却します
花輪大堰の流水が止まります

ウインプルスポーツクラブキッズサイクリングスクール参加者募集 外国語講座を開催します

西山農免道路 通行止め

新消防庁舎の建設が始まります

春の火災予防運動

十和田スポーツクラブ

スタンプラリーを開催します

交通災害共済の加入はお済みですか

あたまの生き活き教室参加者募集
狩猟免許を取得しませんか

水質検査のお知らせ
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生涯学習の〝学ぶ〟とみつばちの
〝Bee〟を合わせて名づけられた生
涯学習のマスコットマークです。

まなびぃウィンドウ
みんなで楽しく学ぼう！生涯学習

mascot マナビィ

問教育委員会生涯学習課☎30－0293

　市内に住んでいる外国の方を対象に、日本語教室を
開催します。日本の文化に触れながら、楽しく日本語
を学んでいきます。
▪日時：5 月 10 日土　13 時 30 分～ 15 時 30 分
   ※以後、毎週土曜日（12 月上旬まで）開催します。
▪場所：花輪市民センター
※申し込みは随時受け付けしています。
※託児が必要な方は、ご相談ください。

日本語教室 ( にほんごきょうしつ )
さあ はじめよう！

日本語教室をお手伝いしてくださる方を募集します。
▪対象：日本語指導に興味がある方
▪内容：講師の助手及び教室運営補助
▪謝礼：１回２時間の活動につき1,000円（月2回程度）
▪申込締切：4月18 日金 教育委員会 生涯学習課ま
でご連絡ください。※日本語指導に関する学習経験が
ある方は申し込み時にお知らせください。

日本語教室ボランティアスタッフ募集中！

Let's start !
鹿角元気力アップ事業

 Japanese Class

地域を元気にする活動を応援します
　地域の支え合いや、人・地域への貢献を大切にした
活気がある社会の実現に向けた団体活動を応援します。

▪助成対象：市内在住の 18 歳から 60 歳（平成 26
年 4 月 1 日現在における満年齢）までの原則 10
人以上で構成する団体

▪助成金額：１団体につき 40 万円まで
　（総事業費に 2/3 を乗じた額）
▪応募方法：応募用紙、事業計画書、収支予算書など

の提出
▪助成期間：平成 26 年度内
　（平成 27 年 3 月 31 日までに行われる活動）
▪申込締切：5 月 9 日金

先人顕彰館イベント情報
先人顕彰館☎ 35-5250

湖南を知る会（第7回）
▪日時：4 月 5 日土 13 時 30 分～ 15 時
▪講師：高木　英子 氏
▪内容：明治 41 年 1 月～ 2 月の書簡解読
▪受講料：無料

名誉館長講座（第1回）
▪日時：4 月 12 日土 13 時 15 分～ 14 時 45 分
▪講師：寺田 隆信 氏（東北大学名誉教授）
▪内容：「内藤湖南の東洋史学」
▪受講料：無料

4 月は声かけ運動 一斉キャンペーン
　通学児童や生徒を対象に毎月５日を「声かけ運動」
の日として、地域に根ざした運動を行っています。
　市民全員で声かけ運動に参加し、地域で子どもたち
を見守り、育んでいきましょう。

４月９日水　７時１５分～８時
（各地域の通学時間などに合わせて参加願います）

春の日差しの中でゆっくり読書。
今月の新刊。

　親が子供のために「知っておくべき」こと、「実践す
べき」こと、「準備すべき」ことを専門家がわかりやす
く 35 項目にまとめて解説。（十和田）

二神 能基 ・畠中 雅子　監修
働かない息子・娘に親がすべき 35 のこと

おりがみにんじゃ
つきおか ゆみこ　作
　おりがみ忍者は、あずきの国の宝さがしに出かけます。
さて、宝を見つけられるでしょうか。おりがみの折り方
もついている絵本です。（花輪）

花の事典 970 種 知りたい花の名前がわかる
金田 初代　文
　花屋さんの店先に並んでいた花、近所の庭先で見かけ
て名前がわからなかったあの花の名前は？持ち歩きに最
適なコンパクトサイズの事典です。（花輪）

床丸 迷人 作
　友香は、あさひ小のオバケ担当＜こわいもの係＞とし
てかつやく中。みんなと五年霊組に進級できたのはうれ
しいけど、今年も大変みたい。（十和田）

五年霊組こわいもの係 １

問花輪図書館☎23-4471／十和田図書館☎35-3239

成人式実行委員募集
- みんなの力で思い出に残る成人式を創りあげよう -

伝統文化親子教室事業の募集について
　子どもと保護者が一緒に取り組む伝統文化や生活文化
に関する活動に国が補助を行います。希望する場合は申
請書類を４月 11 日金までに生涯学習課へ提出ください。
　なお、申請の対象者は「法人格を有する団体」または「法
人格を有しないが、定款・規約、監査・会計組織、本拠
地を有する団体」です。その他にも条件がありますので、
詳しくは文化庁ホームページでご確認ください。
▶文化庁ホームページ　
http://www.bunka.go.jp/bunkazai/oyako/h26/h26_oyako.html
問 生涯学習課 ☎ 30-0293

第53 回鹿角吹奏楽祭
交響詩「鹿角を生きる」合唱団募集
　交響詩「鹿角を生きる」は、鹿角地区吹奏楽連盟の創
立 50 周年を記念して、鹿角にゆかりのある詩人、前原
正治氏に作詞を、秋田県在住の作曲家、阿部勇一氏に作
曲を委嘱した作品です。
　今年の鹿角吹奏楽祭では、地域の皆さんとの合唱を予
定しています。多くの方の参加をお待ちしています。 
　なお、参加申し込みや楽譜の配布などについては、当
連盟ホームページや広報かづの 5 月号で発表します。 

▪練習　5 月 17 日土 9 時～ 12 時（花輪第一中学校）
　　　　5 月 25 日日 9 時～ 12 時（会場未定） 
▪本番　5 月 31 日土（記念スポーツセンター） 
▪ HP　http://windensemble.wix.com/kazunoband 
問 鹿角地区吹奏楽連盟事務局（花輪高校内 阿部）
　☎ 23-2126
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問スポーツ振興課 ☎ 30-0297
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に
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　今年度は、ストレッチと家の中でできる簡単なト
レーニングを紹介します。
　今回は「肩甲骨のストレッチ」です。肩甲骨はたく
さんの神経が集まる場所で、脂肪の燃焼を助ける褐色
脂肪細胞があります。
　このトレーニングにより褐色脂肪細胞が活発になっ
て、ダイエット効果と肩こり予
防につながります。
　朝晩 2 回をめどに 30 秒間反
復して行いましょう。

①最初の姿勢
写真のように頭の上で手
の平を合わせましょう。
ポイントは息を吸いなが
ら腕を上げます。

②ひじを後ろに引いた写真
手の平を外側に向け、ひじ
を少し後ろに引きます。肩
甲骨が真ん中に来るように
意識しながらゆっくり腕を
おろします。

③後ろからの写真
息をゆっくり吐きながら
ひじの高さまでゆっくりおろ
しましょう。

　成人式を自分たちの手で企画 ･ 運営し、盛り上げた
い方を募集します。グループや個人での応募も大歓迎。
実行委員会には、生涯学習課職員がサポートに入りま
す。あなたの手で一生の思い出に残る成人式を創り上
げましょう。

▪成人式開催日：8 月 16 日土
▪対象者：平成 6 年 4 月 2 日～平成 7 年 4 月 1 日
に生まれた方
▪内容：成人式実行委員会会議への参加（全５～６回
程度）、記念事業の企画、記念品の選定など
▪申込締切：4 月 21 日月 
問 生涯学習課 ☎ 30-0293
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HAPPY BIRTHDAY KIDS&CHILD

COMMUNITY おらほの自治会

問児童センター☎ 23-7180

※誕生日（1歳～ 3 歳）の思い出に写真を掲載してみませんか。申し込みは政策企画課 （☎30－0205）まで。

田中 零
れ い

唯くん❶歳
平成25 年4 月 3 日生／花輪
父 友也さん・母 沙織さん

4月から保育園♪お友達たく
さんできるといいなー♥いつ
ものニコニコ笑顔で、元気に
「行ってきまーす !!」できる
かな??

阿部 莉
り い さ

依咲ちゃん❷歳
平成24 年4月26日生／花輪
父 伸哉さん・母 麻佑子さん

絵本が大好き♥おしゃべりも
上手なりいさお姉さん♥いろ
いろと好奇心旺盛で、最近は
アンパンマンのパズルをマス
ターしたよ★

４月生まれ

佐藤 想
そういちろう

一朗くん❶歳
平成25 年4 月21日生／花輪
父 和哉さん・母 孝子さん

音楽に合わせて体を動かすの
が大好き♥元気いっぱいに可
愛いダンスをしてくれます。
いつもニコニコ好奇心旺盛で
活発な男の子です★

太田 晴
は る せ

瀬くん❶歳
平成25 年4月11日生／花輪
父 潤一さん・母 芙美佳さん

最近はいろいろなことに興味
を持ち、指でさして「ん？」
「ん？」と聞いています。少
し歩くことができるから、春
のお散歩楽しみだね♪

本
木
自
治
会
は
25
世
帯
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
ほ
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が
二
世
代
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り
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に
三
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、
虫
送

り
行
事
と
し
て
草
刈
り
や
地
区
内
清

掃
を
行
う
な
ど
自
治
会
の
環
境
整
備

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
任
意
の
会
員
で
構
成
す
る

一
本
木
Ｏ
Ｂ
会
が
、
自
治
会
員
以
外

の
参
加
者
も
交
え
た
交
流
の
場
を
設

け
た
り
、
毎
月
５
日
に
は
婦
人
部
で

お
茶
会
や
会
食
な
ど
を
し
た
り
し
て
、

会
員
同
士
の
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
内
に
は
鹿
角
市
が
誇
る
遺

跡
「
大
湯
環
状
列
石
」
が
あ
り
ま
す

が
、
遺
跡
を
世
界
遺
産
に
と
い
う
動

き
が
進
ん
で
お
り
、
自
治
会
と
し
て

も
世
界
遺
産
指
定
後
を
見
据
え
て
取

り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

建
て
替
え
た
自
治
会
館
の
利
活
用

や
全
戸
参
加
型
事
業
の
推
進
を
図
り

な
が
ら
、「
世
界
遺
産
が
あ
る
自
治

会
」
に
ふ
さ
わ
し
い
、
活
気
あ
ふ
れ

る
自
治
会
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
指
定
後
を
見
据
え
て

圡舘 一二三さん

一本木自治会 会長
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遺跡周辺のクリーンアップ

一

Hihumi Dodate

◉市役所

一本木自治会
25 世帯
96 人

～共動の意識を広げる標語～　市民が創る わがまち鹿角の 輝く未来

子育て支援センター

kusu2

Park
くすくす・ぱーく

NEW ★すくすく広場　「はじまるよ～！全員集合♪」
　2014 年春、すくすく広場がはじまりま～す♪内容もリニューアルして、楽しいこと、
子育てに役立つこと盛りだくさんでお届け！子ども同士の関わり合いの中で、我が子の
新たな発見もあるかも…☆新しい出会いに、わくわくいっぱいの子育て支援センターへ
ぜひ遊びに来てください♡
内容… 手遊び歌 & 絵本の読み聞かせ、親子体操、ワンポイントベビーマッサージ、手作りお
もちゃ、子育てに役立つ！ちょっためワンポイント講座、体に優しいおやつ試食会（レシピつき！）
◦日時：4 月 16 日水 10 時～ 12 時／◦場所：児童センター／◦対象：市内の 0 歳～ 6
歳までの子どもとその家族／◦参加費：100 円

～ Cafe の日～ 月に一度のスペシャル DAY♥

　児童センターには、遊びに来てくれたみなさんが
自由に利用できる「Cafe ちはやふる」を常設して
います。あたたかいコーヒーやお茶を飲みながらの
んびりできますよ♪そんな Cafe ちはやふるが、『み
んなで集まれる日がほしい♪』というママたちの声
にお応えして、月に 2 回、ちょっぴり豪華になっ
てリニューアルオープン♡大好評につき、今年度も
開催決定～♪♪おいしいお菓子を用意して、みなさ
んが遊びに来てくれるのを待っていま～す (^^）
◦日時：4 月 9 日水 10 日木  9 時～ 12 時／◦場
所：児童センター

※チャレスポ参加者には、活動の詳細等をメールでお知らせします。申し込みの際にメールアドレスをお知らせ
下さい。また、sukusuku@ink.or.jp　からのメールを受信できるよう、設定のご協力をお願いします。

　はじめてセンターを利用する、または児童セン
ター初心者さん限定企画！なかなか足を運べなかっ
たという方は、この機会にぜひ児童センターに遊び
に来てください♪センターのご案内と、はじめて記
念の写真立て作り、絵本の読み聞かせやふれあい遊
びもします。気軽にお越しください♪
◦日時：4 月 25 日金 10 時３０分～ 11 時３０分
／◦場所：児童センター／◦参加費：無料／◦対象
者：市内の 0 歳～ 6 歳までの子どもとその家族

はじめてさんの会 

育児サークルはじめましょ ♥

　育児サークルのはじまりの会です！現在活動中
の育児サークルは、「くびれてみヨ～ガ」、「こしぇ
るくらぶ」「RunRunRunning」、「chikuchiku」
そしてこの春新たに「ゴスペルサークル」も立ちあ
がりました！育児サークルは市から託児の助成金が
出るため、ママも気軽にリフレッシュタイムが作れ
ちゃいますよ（*^_^*）
　その他子ども達と一緒に遊びを楽しむ地区サーク
ルもあります。興味のあるサークルがある方、こん
なサークルを作りたい！という方、み～んな児童セ
ンターにあつまれ～！
◦日時：4 月 18 日金 10 時～ 12 時／◦場所：児
童センター／◦対象者：市内の 0 歳～ 6 歳までの
子どもとその家族

児童センター WAIWAI くらぶ
チャレンジ THE★スポーツ season3
　好評につきシリーズ第 3 弾！月に 1 度様々なス
ポーツに挑戦します☆ 
 スポーツ体験を通じて、運動の楽しさや、気持ち
良さを知り、そしてたくましさを養います。スポー
ツの専門家 による丁寧な指導で安心＆充実な時間
になること間違いなし☆今まで気付かなかった子
ども達の新たな才能が開花するかも ?! さあ！今こ
そ！レッツチャレンジ THE スポーツ !!
内容… トランポリン、バドミントン、スケート、
バレー etc（詳細は参加者へお知らせします）
◦日時：4 月～ 3 月　月に 1 回程度（全 10 回）／
10 時～ 12 時（活動内容によっては終日）／◦場所：
市内外運動施設／◦参加費：参加費 2,000 円（全
10 回分）／◦定員：30 人（先着順）◦対象：市
内小学生◦申込期間：4 月 7 日月～ 18 日金

　1 年ぶりに復活します☆毎月日曜日、季節に合わせた制作や人気のおやつ作りなどをみんなで楽しみます♪
申込みは不要なので、ふらっと♪児童センターに遊びに来てみてね☆ 4 月は母の日にぴったりな制作をします。
お楽しみに♪♪　◦日時：4 月 27 日日 10 時～ 12 時／◦場所：児童センター／◦参加費：50 円／
◦対象者：市内の小学生

児童センター ふらっとおいで♭ 
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4/6 ～15「春の交通安全運動」

覚えて安心・実践して安全
交通安全プチ講座

　昨年の市内交通事故発生件数は 65 件で、前
年より13 件増加しています。
　今回は 3 つのポイントを抑えて事故防止に役
立てます。交通事故のない安全で安心して暮ら
せるまちにするために、市民一人ひとりが交通安
全意識をもって交通事故ゼロを目指しましょう。

　ドライバーが暗がりで歩行者を発見できる距
離は、暗い色の服装で約 25㍍、明るい色の服装
で約 40㍍と言われていますが、反射材をつけて
いると約 60㍍まで伸びます。
　交通事故は早朝や夕暮れ後の視界が悪くなる
時間帯に多く発生しています。ドライバーは早め
のライト点灯を心がけ、歩行者は反射材をつけ
てお互いに自分の位置を知らせましょう。

　時速 40㌔㍍で走行している車は、急ブレーキ
をかけて止まるまで約 20㍍進みます。また、タ
イヤの状態や路面状況によってはさらに伸びま
す。
　歩行者は横断歩道を利用して安全確認を徹底
し、ドライバーも横断者がいる場合には一時停
止しましょう。

　交通事故の原因の多くがハンドル・ブレーキ
の不適操作や前方不注意などですが、通勤など
で通い慣れた道での漫然運転や疲労、焦りによっ
ても引き起こされています。
　いつもより少し早めに出発して余裕を持った
安全運転を心がけましょう。

見つけやすい！命を守る反射材

車は急に止まれない！意外と長い停止距離

慢心ダメ絶対！5分の余裕でゆとり運転

■保健事業カレンダー ※（花）（八）（尾）（十）（大）は、花輪・八幡平・尾去沢・十和田・大湯を指します。

けんこう通信
保健情報を毎月お届け 問健康推進課 健康増進班 ☎30－0119

月曜から土曜は17 時～ 20 時、日曜祝日は 9 時～ 20 時

Photo Smile

専門員による こころの個別相談

■献血車訪問

　臨床心理士が毎月第 2・第 4 水曜日の午後、相
談対応します。最近眠れない、家族や近所で心配な
人がいるなど、相談希望の方は連絡をお願いします

（要予約）。
▪日時：4 月 9 日水・23 日水 13 時 30 分～
▪場所：福祉保健センター
▪予約先：健康増進班　☎ 30-0119

■在宅当番医（あんしん医療連携事業）

ひとりでも多くの命を守るために

　自殺対策関係者を招いてフォーラムを開催しま
す。自殺対策は保健・福祉の分野をこえて様々な方
が意識を共有して連携することが必要です。ぜひご
参加ください。
▪日時：4 月 26 日土 13 時～ 16 時 ＊入場無料
▪場所：交流センター

とき 病院名 とき 病院名

1日火 鹿 角中央 病院
☎ 23 － 4131 16日水 村 木 医 院

☎ 22 － 2055

2日水 大湯リハビリ病院
☎ 37 － 3511 17日木 なかのクリニック

☎ 22 － 7335

3日木 三 ヶ 田 医 院
☎ 31 － 1231 18日金 いけがみクリニック

☎ 30 － 0111

4日金 福 永 医 院
☎ 35 － 3117 19日土 本 田 医 院

☎ 35 － 3002

5日土 笹村整形 外科
☎ 30 － 0035 20日日 小 笠 原 医 院

☎ 35 － 2011

6日日 大 里 医 院
☎ 22 － 1251 21日月 長 橋 医 院

☎ 23 － 7612

7日月 長 橋 医 院
☎ 23 － 7612 22日火 小坂町診 療所

☎29－5500

8日火 大湯リハビリ病院
☎ 37 － 3511 23日水 鹿 角中央 病院

☎ 23 － 4131

9日水 なかのクリニック
☎ 22 － 7335 24日木 大 里 医 院

☎ 22 － 1251

10日木 小坂町診 療所
☎29－5500 25日金 笹村整形 外科

☎ 30 － 0035

11日金 本 田 医 院
☎ 35 － 3002 26日土 大湯リハビリ病院

☎ 37 － 3511

12日土 小 笠 原 医 院
☎ 35 － 2011 27日日 かづの厚生病院

☎ 23 － 2111

13日日 かづの厚生病院
☎ 23 － 2111 28日月 小 笠 原 医 院

☎ 35 － 2011

14日月 福 永 医 院
☎ 35 － 3117 29日火 村 木 医 院

☎ 22 － 2055

15日火 長 橋 医 院
☎ 23 － 7612 30日水 大 里 医 院

☎ 22 － 1251

とき 内容 対象 受付時間 ところ
16日水 乳児健診 平成 25 年 12 月生（全地区） 13時～13時15分 福祉保健センター
21日月 乳児相談（4～５カ月児） 平成 25 年 11月生（全地区） 9 時 45 分～10 時 福祉保健センター
25日金 3 歳児健診 平成 22 年 12 月生（花、八、尾、大） 13時～13時15分 福祉保健センター

とき 受付時間 ところ

4日金
9時～10 時 東北電力㈱鹿角営業所
10 時40 分～11時 30 分 マックスバリュ花輪店
13 時～ 15 時 福祉保健センター

18日金
9時～１１時 ネクスコ東日本㈱十和田管理事務所
13 時～15 時 30 分 学習文化交流施設建設工事事務所

   ※かづの厚生病院の入口は、 「救急入口」となります。

検診が始まります

　案内チラシと申込書を 4 月中旬に各自治会の保
健協力員を通じて配布します。
　チラシは市役所、各支所にも配置していますので、
ご覧のうえお申し込み下さい。
▪申込締切：4 月 25 日金

「いのちの総合相談会」

　こころの悩みに長年携わってきた弁護士、産業カ
ウンセラー、保健師が様々な相談に乗ります。
▪日時：4 月 24 日木～ 26 日土  10 時～ 17 時
▪場所：交流センター
▪相談内容：心の悩み、多重債務、法律問題、家庭・
　職場の問題など　（＊相談無料）
▪その他：事前申込必要。相談は面接で行います。
　1 回あたりの相談時間は 1 ～ 2 時間です。
▪予約先：NPO 法人蜘蛛の糸 ☎ 018-853-9759

血液が不足しています。400㍉㍑献血にご協力をお願いします。

【狂犬病予防注射を実施します】各地区で行われる日程のほか、注射料金等についてはチラシでご確認ください。なお、今年度より注射料
金が値上がりしています。あらかじめご了承ください。問 健康増進班　☎ 30-0119

1 火
2 水
3 木
4 金
5 土
6 日
7 月
8 火 無料総合相談　13時30分～・市役所相談室▶P20

9 水
10 木
11 金
12 土 名誉館長講座　13時15 分～・先人顕彰館▶P22

13 日 廃蛍光管収集（八幡平・尾去沢・花輪）▶P15

14 月
15 火 無料相続・登記相談　13時30分～・交流センター▶P20

16 水
17 木
18 金 八幡平山開き（アスピーテライン開通）

19 土 下川原駒踊 18 時 30 分～・花輪下川原地区

20 日 廃蛍光管収集（十和田）▶P15

21 月
22 火
23 水 こころの個別相談　13 時 30 分～・福祉保健センター▶P26

24 木 無料法律相談　１３時３０分～・交流センター▶P20

25 金 松館天満宮三台山獅子大権現舞 10 時～

26 土
27 日 指定不用品収集（尾去沢・八幡平）▶P15

28 月

29 火
30 水

　春の全国交通安全運動（～ 15日）▶P21
　春の火災予防運動（～ 12日）▶P21

災害情報は FM79.1Mhz
　市では、広報かづのやホームページのほか、鹿角
きりたんぽＦＭで行政情報や防災情報を発信してい
ます。災害などの緊急時は、FM（79.1Mhz）の情
報が便利です。

 声かけ運動▶P22
 こころの個別相談　13 時 30 分～・福祉保健センター▶P26


